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يمِ حِ الرت  نِ حَ الرت  اللِ  بِسْمِ  

イスラームの学び：『3つの基本原則とその

論拠』 

本書は、ムスリムが学ばなければならない基

本原則である、アッラーを知ること、イスラー

ムという宗教を知ること、そして預言者ムハン

マド（アッラーからの祝福と平安あれ）を知る

ことについて取り上げています。クルアーンと

ハディースの論拠に基づき、信仰と善行の構築

における、これらの原則の重要性について強調

するものです。 

イスラームの学び：『3つの基本原則とその

論拠』 

シャイフ・ムハンマド・アッ＝タミーミー    

（アッラーのご慈悲がありますように） 

慈悲あまねく慈愛深きアッラーの御名におい

て 

－ アッラーの慈悲があなたの上にありますよ

うに － 私たちは次の4つのことを学ぶ必要があ

ります： 

第一に、知識、すなわちアッラー、その預言

者、そしてイスラームの教えについて、関連す

る論拠とともに知ることです。 

第二に、その知識に基づいて行動すること。 
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第三に、    人々をイスラームへといざなうこ

と。 

第四に、その過程で受ける害に対して忍耐強

くあること。 

その論拠として、至高なるアッラーはこう仰

せられました：慈悲あまねく慈愛深きアッラー

の御名において 

عَصۡرِ ﴿
خُسۡرِ 1ِِوَٱلۡ لفَ يِ ٱلإۡ نسََٰنَِ ِ

2ِِِِإ ن َ َٰل حََٰت  َ ٱلص  وعََم لُواِْ ءَامَنُواِْ ينَِ ذ 
ٱل َ اِ

إ ل َ
برِۡ  َ ِوَتوََاصَوۡاِْب ٱلص   ﴾ 3وَتوََاصَوۡاِْب ٱلحۡقَ  

 「時間にかけて（誓う）。 

 本当に人間は、まさしく損失の中にある。 

 信仰し、正しい行いを行い、真理（の固守と

アッラーへの服従）を勧め合い、忍耐を勧め合

う者たち以外は。」 ［時間章：1-3 節］ 

アッ＝シャーフィイー（アッラーのご慈悲が

ありますように）は言いました： 「もしこの章

が、アッラーが被造物に下された唯一の論拠で

あったとしても、彼らにとってはそれで十分で

あったであろう。」 

そして、アル＝ブハーリー（アッラーのご慈

悲がありますように）は言いました： 「知識は

言葉や行動に先立つ － その論拠として、至高な

るアッラーは仰せられました：『ならば（預言

者よ）、アッラーの外には（真に）崇拝される



 

4 

べき何ものもないことを知り、自分の罪のお赦

しを乞うのだ…』」［ムハンマド章：9節］この

ように、アッラーは言葉と行動の前に知識を得

ることを求められました。 

－ アッラーの慈悲があなたの上にありますよ

うに － すべてのムスリムは、男性であれ女性で

あれ、次の三つのことを学び、それに基づいて

行動しなければなりません： 

第一に、アッラーは私たちを創造し、私たち

に糧を与えてくださいました。アッラーは私た

ちを放置されることなく、むしろ私たちに使徒

を遣わされました。   使徒に従う者は楽園に入り

、使徒に背く者は地獄に入るのです。 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

فِ رعَۡوۡنَِرسَُولاِٗ﴿ إِ لىََٰ ٓ رۡسَلنَۡا
َ
أِ ٓ إِ ليَۡكُمِۡرَسُولاِٗشََٰه دًاِعَليَۡكُمِۡكَمَا ٓ رۡسَلنَۡا

َ
أِ ٓ َا 15ِِِإ ن  فَعَصَىَٰ

خۡذٗاِوَب يلاٗ
َ
خَذۡنََٰهُِأ

َ
 ﴾16ف رعَۡوۡنُِٱلر سَُولَِفأَ

 「本当にわれらは使徒（ムハンマド）を、あ

なた方に対する証人としてあなた方に遣わした

。ちょうど、フィルアウンに使徒（ムーサー）

を遣わしたように。 

 それでフィルアウンは使徒に逆らい、われら

は彼をおぞましい罰で罰した。」  

［衣を纏う者章：15-16節］ 
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第二に、アッラーはご自身への崇拝において

、かれ（アッラー）に対し、何ものも並べ立て

ることをお認めになりません。たとえそれが近

しい天使や遣わされた預言者であっても、です

。その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

حَدٗا﴿
َ
أ  ِ َ فلَاَِتدَۡعُواِْمَعَِٱلِل   ِ َ دَِلِل   ِٱلمَۡسََٰج  ن َ

َ
 ﴾ 18وَأ

 「また、マスジドはアッラー（だけを崇拝す

るため）のもの、ということ。ならば、あなた

方はアッラーと並べて、何ものにも祈って（崇

拝して）はならない。」 ［ジン章：18節］ 

第三に、預言者とアッラーの唯一性を信じる

者は、たとえ最も身近な親族であっても、アッ

ラーとその使徒に敵対する者と親しく交わるこ

とは許されません。（※不信仰への愛情、ムス

リムに対する敵対・害悪などゆえに、非ムスリ

ムを盟友とすることは禁じられます。しかしム

スリムたちへの害とならない限り、非ムスリム

とよい形で付き合ったり、親戚づきあいなどを

したりして、個人的に親しい関係を結ぶことに

問題はありません。［イブン・アーシュール3：

217‐220参照］） 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 
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وَلوَِۡ﴿ وَرسَُولهَُۥِ ِ َ َ حَادٓ َِٱلِل  مَنِۡ يوَُادٓ ُونَِ رِ  ِٱلۡأٓخ  وَٱليَۡوۡم   ِ
َ ب ٱلِل  يؤُۡم نُونَِ قَوۡمٗاِ تَج دُِ اِ

ل َ
يِ وب ه مُِٱلإۡ 

َٰٓئ كَِكَتَبَِف ىِقلُُ وْل 
ُ
أ يرَتَهُمِۡۚۡ وِۡعَش 

َ
وِۡإ خۡوََٰنَهُمِۡأ

َ
بۡنَاءَٓهُمِۡأ

َ
وِۡأ
َ
مََٰنَِِكَانوُٓاِْءَاباَءَٓهُمِۡأ

ي َِ
َ
ىَِوَأ رَض  ف يهَاِۚۡ ينَِ نهََٰۡرُِخََٰل د 

َ
ٱلأۡ تَحتۡ هَاِ َٰتِٖتَجرۡ يِم نِ لهُُمِۡجَن َ وَيدُۡخ  ب رُوحِٖم  نۡهُُِۖ دَهُمِ

هُمُِٱلمُۡفۡل حُونَِ  ِ َ زۡبَِٱلِل  ِح  لآَِإ ن َ
َ
أ ِۡۚ َ زۡبُِٱلِل  َٰٓئ كَِح  وْل 

ُ
ِعَنۡهُمِۡوَرَضُواِْعَنۡهُِۚۡأ ُ َ  ﴾22ٱلِل 

 「（使徒よ、）あなたはアッラーと最後の日

を信仰する民が、アッラーとその使徒に歯向か

う者を愛するのを、見出すことがない。たとえ

彼らが、自分たちの父親、自分たちの兄弟、自

分たちの近親だったとしても、である。アッラ

ーは、それらの者たちの心の中に信仰を（確固

たるものとして）書き定められ、かれからの魂

によって彼らをお支えになったのだ。そして、

かれは（来世において）彼らを、その下から河

川が流れる楽園にお入れになる。彼らはそこに

、永遠に留まるのだ。アッラーは、彼らをお喜

びになり、彼らもかれに満足する。それらの者

たちが、アッラーの党派。本当にアッラーの党

派こそは、（現世と来世での）成功者なのでは

ないか。」 ［抗弁する女章：22節］ 

－ アッラーがあなたを正しく導かれ、かれへ

の従順を授けてくださいますように － 「ハニー

フ」、すなわち純正なイブラーヒームの宗教と

は、アッラーのみを崇拝し、真摯にアッラーへ

の信仰を捧げることです。これはアッラーがす
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べての人々に命じたことであり、かれはそのた

めに人々を創造されました。至高なるアッラー

は仰せられました： 

اِل يَعۡبُدُونِ ﴿
ِوَٱلإۡ نسَِإ ل َ َ  ﴾ 56وَمَاِخَلقَۡتُِٱلجۡ ن 

 「われがジンと人間を創造したのは、彼らが

われ（のみ）を崇拝するために外ならない。」 

［撒き散らすもの章：56節］ 「彼らがわれ（の

み）を崇拝する」の意味は、われ（アッラー）

を唯一無二の存在とすることです。 

アッラーが命じられた最も重要なことは、タ

ウヒード、すなわち 

アッラーをイバーダ（崇拝行為）において唯

一化し、かれと共に何ものをも崇拝しないとい

うことです。 

そして、アッラーが禁じられた最も重大な罪

は、シルク、すなわち、アッラーと並べてかれ

以外の何かを崇拝対象とすることです。 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

ا﴿ ِشَيۡـ ٗ ِوَلاَِتشُۡر كُواِْب ه ۦ َ
َ  ﴾ ...وَٱعۡبُدُواِْٱلِل 

 「アッラーを崇拝し、かれと共に何ものをも

並べてはならない...」 ［婦人章：36節］ 

もし「すべての人々が知っておくべき『3つ

の基本原則』とは何ですか？」と尋ねられたら
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、こう答えてください： 

「人は自らの主、自らの宗教、そして自らの

預言者であるムハンマド（アッラーからの祝福

と平安あれ）について知ることです。」 

[第一の基本原則] 
もしあなたが、「あなたの主は誰ですか？」

と尋ねられたら、こう答えてください： 

「私の主はアッラーです。アッラーはその御

恵みによって、私と世界中のすべてを養われる

お方です。アッラーこそは真に崇拝されるべき

お方であり、私はアッラーの他に何ものをも崇

拝しません。」その論拠として、至高なるアッ

ラーは仰せられました： 

ِٱلعََٰۡلَم ينَِ﴿ رَب    ِ  ﴾ 2ٱلحۡمَۡدُِلِل  َ

 「全創造物の主、アッラーに称賛あれ」 ［開

端章：2節］ アッラー以外のすべてのものは被造

物であり、そして私もその被造物の一人です。 

そこで、もしあなたが「どのようにしてあな

たの主を知りましたか？」と問われたら、こう

答えてください： 

「かれの御徴と、         その被造物を通してで

す。」 

かれの御徴の中には、夜と昼、太陽と月があ

ります。 
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かれの被造物には、七層の諸天とその中に存

在するすべてのもの、七層の大地とその中に存

在するすべてのもの、そしてそれらの間に存在

するすべてのものがあります。 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

قَمَرِ ﴿
ل لۡ وَلاَِ ِ مۡس  ل لش َ تسَۡجُدُواِْ لاَِ ِۡۚ وَٱلقَۡمَرُ مۡسُِ وَٱلش َ وَٱلن َهَارُِ يۡلُِ

ٱل َ ءَايََٰت هِ  وَم نِۡ
ِإ نِكُنتُمِۡإ ي اَهُِتَعۡبُدُونَِ َ ذ يِخَلقََهُن 

 ﴾37وَٱسۡجُدُواِْۤلِلَّهِِۤٱل َ

 「夜、昼、太陽、月は、かれの（唯一性と全

能性を示す）御徴の一部である。太陽にも月に

もサジダせず、それらをお創りになったアッラ

ーにサジダせよ。もしあなた方が、かれのみを

崇拝するのなら。」 ［詳細にされた章：37節］ 

そして、    至高なるアッラーは仰せられまし

た： 

علَىَِ﴿ ِ ٱسۡتَوَىَٰ ِ ثُم َ ي اَمِٖ
َ
أ ت َةِ  س  ف ىِ رۡضَِ

َ
وَٱلأۡ ِ مََٰوََٰت  ٱلس َ خَلَقَِ ذ يِ

ٱل َ ِ ُ َ ٱلِل  رَب َكُمُِ ِ إ ن َ
ِ رََٰتِۭ مُسَخ َ وَٱلن ُجُومَِ وَٱلقَۡمَرَِ مۡسَِ وَٱلش َ حَث يثٗاِ يَطۡلبُُهُۥِ ٱلن َهَارَِ يۡلَِ

ٱل َ ىِ يُغۡش  ِِۖ ٱلۡعَرۡش 
لاَِلهَُِٱلخۡلَۡقُِوَِ

َ
ِأ ٓۦۗٓ مۡر ه 

َ
ِٱلعََٰۡلَم ينَِب أ ُ ِرَب  ُ َ تَبَارَكَِٱلِل  ِٓۗ مۡرُ

َ
 ﴾ 54ٱلأۡ

 「本当にあなた方の主は、諸天の大地を六日

間で創造され、それから御座に上がられたアッ

ラーである。かれは夜を昼に覆わせられ（、昼

を夜にお入れにな）る。それは（互いに）相手

をせわしなく求める。また（かれは）太陽も月
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も星々も、そのご命令によって（かれがお望み

の者に）奉仕させられるもの（として、お創り

になった）。かれにこそ、（全ての）創造とご

命令は属するのではないか？全創造物の主アッ

ラーは、祝福にあふれたお方よ。」  

［高壁章：54節］ 

「主」とは、崇拝されるべきお方です。その

論拠として、至高なるアッラーは仰せられまし

た： 

لعََل َكُمِۡ﴿ قَبۡل كُمِۡ م نِ ينَِ ذ 
وَٱل َ خَلقََكُمِۡ ذ يِ

ٱل َ رَب َكُمُِ ٱعۡبُدُواِْ ٱلن َاسُِ هَاِ ي ُ
َ
َٰٓأ ي 
خۡرَج21َِِِتَت قَُونَِ

َ
مَاءٓ ِمَاءِٓٗفأَ ٱِلس َ نزَلَِم نَ

َ
بِ نَاءِٓٗوَأ مَاءَٓ رۡضَِف رََٰشٗاِوَٱلس َ

َ
ٱِلأۡ لِكَُمُ ذ يِجَعَلَ

ٱل َ
ِر زۡقٗاِ مَرََٰت 

ِم نَِٱلث َ نتُمِۡتَعۡلَمُونَِب ه ۦ
َ
ندَادٗاِوَأ

َ
أ  ِ َ فلَاَِتَجۡعَلُواِْلِل    ﴾ 22ل كَُمُِۡۖ

 「人々よ、あなた方と、それ以前の者たちを

創造されたあなた方の主（アッラー）を崇拝す

るのだ。それはあなた方が、敬虔になるためで

ある。 

 あなた方のために大地を敷物とされ、空を屋

根とされ、天からは（雨）水をお降らしになり

、あなた方の糧とすべく、それにより     （様々

な）果実を実らせられたお方を。ならば（アッ

ラーが唯一の主であり、崇拝すべきお方だと）

知りつつ、アッラーに同位者を設けて（崇拝し

て）はならない。」 ［雌牛章：21‐22節］ 

イブン・カスィール（アッラーのご慈悲があ
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りますように）は言いました： 「これらのもの

の創造主こそ、     唯一崇拝されるべきお方であ

る。」 

アッラーが命じられた崇拝行為の種類は、イ

スラーム（表象的行為：一般に5柱と呼ばれるも

の）、イーマーン（内面的行為：一般に6信と呼

ばれるもの）、イフサーン（イーマーンよりも

高く最も優れた段階）などです。そしてその中

には、祈願、怖れ、望み、信頼、希求、畏敬の

念、恭順、畏れ、悔悟、援助を求めること、庇

護を求めること、救済を求めること、屠殺、誓

約、その他アッラーが命じられたあらゆる種類

の崇拝行為があり、これらはすべてアッラーの

みに捧げられるべきものです。その論拠として

、至高なるアッラーは仰せられました： 

حَدٗا﴿
َ
أ  ِ َ فلَاَِتدَۡعُواِْمَعَِٱلِل   ِ َ دَِلِل   ِٱلمَۡسََٰج  ن َ

َ
 ﴾ 18وَأ

 「また、マスジドはアッラー（だけを崇拝す

るため）のもの、ということ。ならば、あなた

方はアッラーと並べて、何ものにも祈って（崇

拝して）はならない。」 ［ジン章：18節］ 

そのため、それらの内の一つでもアッラー以

外のものに捧げた者は、シルクを犯すことにな

り、不信仰者となります。その論拠として、至

高なるアッラーは仰せられました： 
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ِإ ن هَُۥِ﴿ ٓۦۚۡ مَاِح سَابهُُۥِع ندَِرَب  ه 
ِفَإ ن َ إ لََٰهًاِءَاخَرَِلاَِبرُۡهََٰنَِلهَُۥِب ه ۦ  ِ َ وَمَنِيدَۡعُِمَعَِٱلِل 

َٰف رُونَِ  ﴾117لاَِيُفۡل حُِٱلكَۡ

 「誰であろうと、アッラーに並べて別の神を

祈る者ーー彼にはそれ（を祈る正当性）におい

て、いかなる根拠もないのだがーー、その清算

は、その主の御許にこそある。本当に不信仰者

らは、成功することがない。」  

［信仰者たち章：117節］ 

ハディース（預言者ムハンマド（アッラーか

らの祝福と平安あれ）の言行録）には、次のよ

うにあります： 

ةِ".  ءُ مُخُّ العِباادا عَا  "الدُّ

 「ドゥアー（祈願）  は崇拝行為の真髄であ

る。」 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

ع بَادَت ىِِ﴿ عَنِۡ يسَۡتَكۡب رُونَِ ينَِ ذ 
ٱل َ ِ إ ن َ لكَُمِۡۚۡ بِۡ سۡتَج 

َ
أ ٱدۡعُون ىِٓ رَب ُكُمُِ وَقَالَِ
ر ينَِ ونَِجَهَن مََِدَاخ 

 ﴾ 60سَيَدۡخُلُ

 また（人々よ）、  あなた方の主は仰せられ

た。「私に（のみ）祈るのだ。そうすればわれ

は、あなた方に応えよう。本当にわれの崇拝に

対して奢り高ぶる者たちは、やがて蔑まれた者

となって、地獄に入ることになる。」 
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 ［赦し深いお方章：60節］ 

「怖れ」について、至高なるアッラーは仰せ

られました： 

ؤۡم ن ينَِ﴿... ِإ نِكُنتُمِم ُ  ﴾فلَاَِتَخَافُوهُمِۡوخََافُون 

 「ならば彼らを怖れず、われを怖れよ。もし

、あなた方が信仰者であるならば。」 

 ［イムラ―ン家章：175節］ 

また「望み」について、至高なるアッラーは

仰せられました： 

...﴿ِِٓ رَب  ه ۦ ِفَليَۡعۡمَلِۡعَمَلاِٗصََٰل حٗاِوَلاَِيشُۡر كِۡب ع بَادَةِ  رَب  ه ۦ ل قَاءَِٓ فَمَنِكَانَِيرَجُۡواِْ
حَدََۢا

َ
 ﴾ أ

 「…それで自分の主との拝謁を望む者は、正

しい行いに励み、自分の主の崇拝において、い

かなるものも並べてはならない」  

［洞窟章：110節］ 

「信頼」について、至高なるアッラーは仰せ

られました： 

ؤۡم ن ينَِ﴿... فَتَوكَ لَوُٓاِْإ نِكُنتُمِم ُ  ِ َ  ﴾وَعلَىَِٱلِل 

 「…ならばアッラーにこそ、全てを委ねるの

だ。もし、あなた方が信仰者であるというなら

」 ［食卓章：23節］ さらに、至高なるアッラー

は仰せられました： 

فَهُوَِحَسۡبُهُِ﴿...  ِ َ  ﴾ ...وَمَنِيَتَوكَ لَِۡعلَىَِٱلِل 
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 「…アッラーに全てを委ねる者にとっては、

かれ（アッラー）だけで十分…」  

［離婚章：3節］ 

そして、「希求」、「畏敬の念」、「恭順」

について、     至高なるアッラーは仰せられまし

た： 

ع ينَِ﴿... وَكَانوُاِْلنََاِخََٰش  ُِۖ ِوَيَدۡعُونَنَاِرغََبٗاِوَرَهَبٗا  ﴾إ ن َهُمِۡكَانوُاِْيسََُٰر عُونَِف ىِٱلخۡيَۡرََٰت 

 「…本当に彼らは善行に急ぎ、（われらの褒

美を）望み（われらの罰を）怖れつつ、われら

に祈っていたのであり、われらに対して恭順な

者たちだったのだ。」 ［預言者たち章：90節］ 

「畏れ」について、至高なるアッラーは仰せ

られました： 

 ﴾ ...فلَاَِتَخشَۡوۡهُمِۡوَٱخۡشَوۡنِ ﴿...

 「...ならば彼らのことは恐れずに、われ（ア

ッラー）のことを恐れるのだ...」  

［食卓章：３節］ 

「悔悟」について、至高なるアッラーは仰せ

られました： 

سۡل مُواِْلهَُِ﴿
َ
ِرَب  كُمِۡوَأ ن يبُوٓاِْإ لىََٰ

َ
 ﴾...وَأ

 「また、あなた方に懲罰が訪れる前に、あな

た方の主に（悔悟して）立ち返り、かれに服従

（イスラーム）せよ…」 ［集団章：54節］ 
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「援助を求めること」について、至高なるア

ッラーは仰せられました： 

 ﴾5إ ي اَكَِنَعۡبُدُِوَإِي اَكَِنسَۡتَع ينُِ﴿

 「私たちはあなただけを崇拝し、あなただけ

にお力添えを乞います。」 ［開端章：5節］ ハ

ディースには、次のようにあります： 

 ." ِ  "إِذاا اسْتاعانتْا فااسْتاعِنْ بِاللَّه

 「助けを求めるなら、アッラーにこそ助けを

求めなさい。」 

「庇護を求めること」について、至高なるア

ッラーは仰せられました： 

قِ ﴿
ِٱلفَۡلَ عُوذُِب رَب  

َ
 ﴾1قلُِۡأ

 「（使徒よ、）言え。『私は黎明の主に、ご

加護を乞う。』」 ［黎明章：1節］そして、 

﴿ِ ِٱلن َاس  عُوذُِب رَب  
َ
 ﴾ 1قلُِۡأ

 「（使徒よ、）言え。『私は人々の主に、ご

加護を乞う』」 ［人々章：1節］ 

「救済を求めること」について、至高なるア

ッラーは仰せられました： 

 ﴾...إ ذِۡتسَۡتَغ يثُونَِرَب َكُمِۡفٱَسۡتَجَابَِلكَُمِۡ﴿

 「あなた方が（敵への勝利に関して）自分た

ちの主にご助力を求め、かれがあなた方に応え
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られた時のこと（を思い出すのだ）…」 ［戦利

品章：9節］ 

「屠ること」について、至高なるアッラーは

仰せられました： 

ِٱلعََٰۡلَم ينَِ﴿ رَب    ِ ِصَلاَت ىِوَنسُُك ىِوَمَحيَۡايَِوَمَمَات ىِلِل  َ
 ﴾ ...لاَِشَر يكَِله162َُِِقلُِۡإ ن َ

 「言え。『本当に私の礼拝も犠牲も、生も死

も、全創造物の主アッラーのためのみ。 

 かれには（その唯一性において、）いかなる

同位者もない...』」 ［家畜章：162‐163節］ ハデ

ィースには、次のようにあります： 

." ِ يِْْ اللَّه نْ ذاباحا لِغا ُ ما  "لاعانا اللَّه

 「誰であれ、アッラー以外のもののために屠

った者は、アッラーに呪われる。」 

「誓約」について、至高なるアッラーは仰せ

られました： 

يرٗا﴿ هُۥِمُسۡتَط  وَيخََافُونَِيوَۡمٗاِكَانَِشَر ُ  ﴾ 7يوُفُونَِب ٱلن َذۡرِ 

 「彼ら（善行者たち）は（現世で）誓約を全

うし、（アッラーがご慈悲をおかけになった者

を除く全ての者に）その悪が拡散する     （復活

の）日を怖れ…」 ［人間章：7節］ 

[第二の基本原則] 
イスラームという宗教を知ること。それは、

タウヒード（アッラーの唯一性に関する信仰）
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によってアッラーに服従し、従順にアッラーの

命じられることに従い、シルクとシルクの徒か

ら離れることです。 

イスラームには３つの段階があります。それ

は、イスラーム、イーマーン、そしてイフサー

ンです。 

そして、各々の段階には柱があります。 

イスラームの柱は5つです：信仰告白（アッ

ラーの他に真に崇拝すべきものはなく、ムハン

マドはその使徒であると証言すること）、サラ

ー（礼拝）を行うこと、ザカー（喜捨）を支払

うこと、ラマダーン月にサウム（斎戒）をする

こと、アッラーの館（カアバ殿）へのハッジ（

大巡礼）を行うことです。 

「信仰証言（シャハーダ）」について、至高

なるアッラーは仰せられました： 

لِآَِإ لََٰهَِ﴿ ِۚ ِقَائٓ مََۢاِب ٱلقۡ سۡط  ع لمۡ 
وْلوُاِْٱلۡ

ُ
ئ كَةُِوَأ َٰٓ اِهُوَِوَٱلمَۡل 

لِآَِإ لََٰهَِإ ل َ ن هَُۥ
َ
ِأ ُ َ اِِِشَه دَِٱلِل 

إ ل َ
عَز يزُِٱلحۡكَ يمُِ

 ﴾ 18هُوَِٱلۡ

 「アッラーは、公正を行われるかれの外に、

崇拝すべきものがないことを証言された。そし

て天使たちも、知識ある者たちも、また（それ

を証言する）。かれの外に、崇拝すべきものは

ない。（かれは）偉力ならびないお方、英知あ

ふれるお方。」 ［イムラーン家章：18節］ 
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それはアッラーの他に真に崇拝すべきものは

ない、という意味です。 

（アラビア語で）「ラー・イラーハ」とは、

アッラー以外に崇拝されている全てのものを否

定する、ということです。 

そして「イッラッラー」とは、崇拝はアッラ

ーのみに捧げられるべきものであることを断言

するものです。 

アッラーは、その王権において同位者がいな

いのと同様に、崇拝においても同位者はいませ

ん。 

その説明として、至高なるアッラーは明確に

仰せられました： 

اِتَعۡبُدُونَِ﴿ َ ٓۦِإ ن نَ ىِبرََاءِٓٞم  م  وَقَوۡم ه  ب يهِ 
َ
َٰه يمُِل أ ذ يِفَطَرَن ى26ِوَإِذِۡقَالَِإ برَۡ

اِٱل َ
 ﴾ ..إ ل َ

 「イブラーヒームが、彼の父と民に（こう）

言った時のこと（を思い出させよ）。『本当に

私は、あなた方が（アッラーをよそに）崇めて

いるものから無縁です。 

 但し、私を創成されたお方は別ですが…』」 

［金の装飾章：26-27節］ そして、至高なるアッ

ラーは仰せられました： 

ِوَلاَِِ﴿ َ َ اِٱلِل 
اِنَعۡبُدَِإ ل َ

ل َ
َ
بيَنَۡنَاِوَبيَۡنَكُمِۡأ ِِۭ ِكَل مَةِٖسَوَاءٓ ِتَعَالوَۡاِْإ لىََٰ هۡلَِٱلۡك تََٰب 

َ
أ َٰٓ قلُِۡي 

فَقُولوُاِِْ توََل وَۡاِْ فَإ نِ ِۡۚ َ ٱلِل  ِ دُون  م  نِ رۡبَابٗاِ
َ
أ بَعۡضًاِ بَعۡضُنَاِ ذَِ يَت خَ  وَلاَِ اِ شَيۡـ ٗ ِ ب ه ۦ نشُۡر كَِ



 

19 

ن اَِمُسۡل مُونَِ
َ
 ﴾ 64ٱشۡهَدُواِْب أ

 （使徒よ、）言え。「啓典の民よ、私たちと

あなた方との間の（共通する）正しい言葉へと

やって来なさい。『私たちはアッラー以外には

崇拝せず、かれに対して何ものをも並べない。

またアッラーを差しおいて、自分たちの内の誰

かを主としたりもしない』（という言葉へ）」

。もし彼らが（この呼びかけから）背き去った

のなら、（ムスリムたちよ、こう）言ってやる

がいい。「私たちが（アッラーに）服従する者

（ムスリム）であると、証言せよ」  

［イムラーン家章：64節］ 

「ムハンマドゥッラスールッラー（ムハンマ

ドはアッラーの使徒である）という証言」につ

いて、至高なるアッラーは仰せられました： 

عَليَۡكُمِ﴿ حَر يصٌِ عَن ت مُِۡ مَاِ عَليَۡهِ  عَز يزٌِ كُمِۡ نفُس 
َ
أ م  نِۡ رَسُولِٞ جَاءَٓكُمِۡ لقََدِۡ

 ﴾ 128ب ٱلمُۡؤۡم ن ينَِرءَُوفِٞر حَ يمِٞ

 「あなた方自身の内から一人の使徒（ムハン

マド）が、確かにあなた方のもとに到来した。

あなた方が苦しむのは、彼にとって辛いこと。

（彼は）あなた方に対して懸命で、信仰者たち

にこそ哀れみ深く、慈愛深いのだ。」  

［悔悟章：128節］ 

「ムハンマドはアッラーの使徒である」と証
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言することの意味は、彼の命令に従い、彼が伝

えたことを信じ、彼が禁じ、警告したことを避

け、そして彼が教えた通りにアッラーを崇拝す

ることです。 

そして「サラー（礼拝）」、「ザカー    （浄

財）」、「タウヒード」について、至高なるア

ッラーは仰せられました： 

وَيؤُۡتوُاِْ﴿ ةَِ لَوَٰ َ ٱلص  وَيقُ يمُواِْ ينَِحُنَفَاءَِٓ ٱلد   لهَُِ ينَِ ِمُخلۡ ص  َ َ ٱلِل  ل يَعۡبُدُواِْ اِ
إ ل َ م رُوٓاِْ

ُ
أ وَمَآِ

َٰل كَِد ينُِٱلقَۡي  مَة  وَذَ ِۡۚ ةَ كَوَٰ  ﴾ 5ٱلز َ

 「そして彼らは、アッラーに真摯に崇拝行為

を捧げつつ、純正な状態でかれ（だけ）を崇拝

し、礼拝を遵守し、浄財を支払うことしか、命

じられはしなかったのだ。それが、適確な宗教

（イスラーム）である。」 ［明証章：5節］ 

「サウム（斎戒）」について、至高なるアッ

ラーは仰せられました： 

ينَِم نِقَبۡل كُمِۡ﴿ ذ 
يَامُِكَمَاِكُت بَِعلَىَِٱل َ ينَِءَامَنُواِْكُت بَِعَليَۡكُمُِٱلص   ذ 

هَاِٱل َ ي ُ
َ
َٰٓأ ي 

 ﴾183لعََل َكُمِۡتَت قَُونَِ

 「信仰する者たちよ、あなた方以前の者たち

にも義務づけられたように、あなた方にも斎戒

が義務づけられた。（それは）あなた方が、敬

虔になるようにである。」 ［雌牛章：183節］ 

「ハッジ（大巡礼）」について、至高なるア
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ッラーは仰せられました： 

﴿...ِ ِغَن ى ٌ َ
َ ٱِلِل  وَمَنِكَفَرَِفَإ ن َ سَب يلاِٗۚۡ إِ ليَۡهِ  ٱِسۡتَطَاعَ ِمَن  ٱِلبَۡيۡت  ُ ِح ج  ٱِلن َاس  علَىَ  ِ َ وَلِل  

ِٱلعََٰۡلَم ينَِ  ﴾ 97عَن 

 「人々、つまりそこまでの道（を旅行するこ

と）が可能な者には、その館へとハッジすると

いうアッラーへの義務がある。そしてそれ（ハ

ッジの義務性）を否定する者があっても、実に

アッラーは全世界（のいかなるものへの必要）

から、満ち足りたお方なのだ。」  

［イムラーン家章：97節］ 

第二の段階であるイーマーンは、７０数個の

部門に分かれています。その中で最善のものが

、「ラー・イラーハ・イッラッラーフ（アッラ

ーの他に崇拝すべきいかなるものもなし）」と

いう言葉であり、最も下位のものが道から有害

なものを除去することです。そして羞恥心はイ

ーマーンの一部門です。 

イーマーンの柱は６つです：アッラーと、そ

の天使たち、その諸啓典、その諸使徒、最後の

日を信じることです。そして良いことであれ悪

いことであれ定命を信じることです。 

「イーマーン（六信）」について、至高なる

アッラーは仰せられました： 

ءَامَنَِ﴿ مَنِۡ ِ َ ٱلۡب ر  ِ َ وَلََٰك ن  ِ وَٱلمَۡغۡر ب  ِ ٱلمَۡشۡر ق  ق بَلَِ وجُُوهَكُمِۡ وُاِْ
توَُل  نِ

َ
أ ِ َ ٱلۡب ر  ل يَسَِۡ
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نَِۧ  ـ ِوَٱلن َب ي  وَٱلۡك تََٰب  َٰٓئ كَةِ  وَٱلمَۡل  رِ  ِٱلۡأٓخ  وَٱليَۡوۡم   ِ
َ  ﴾...ب ٱلِل 

 「善とは、ただあなた方の顔を東や西に向け

ることではない。しかし（真の）善（行者）と

は、アッラー、最後の日、天使、啓典、預言者

たちを信じ...」 ［雌牛章：177節］ 

「定命（カダル）」について、至高なるアッ

ラーは仰せられました： 

ِخَلقَۡنََٰهُِب قَدَرِٖ﴿ ِشَىۡء 
 ﴾49إ ن اَِكُل َ

 「本当にわれらは全てのものを、定めと共に

創造した。」 ［月章：49節］ 

第三の段階であるイフサーン（柱の一つ）と

は、あたかもアッラーが見ているかのように、

アッラーを崇拝することです。なぜなら、たと

えあなたにアッラーが見えていなくても、アッ

ラーは確かにあなたをご覧になられるからです

。 

至高なるアッラーは仰せられました： 

نُونَِ﴿ حۡس  ُ ينَِهُمِم  ذ 
ٱل َ ينَِٱت َقَواِْو َ ذ 

ِمَعَِٱل َ َ َ ِٱلِل   ﴾ 128إ ن َ

 「本当にアッラーは敬虔な者たちと、善を尽

くす者たちとこそ、共にあるのだから。」 ［蜜

蜂章：128節］ 

至高なるアッラーは仰せられました： 

يمِ ﴿ ٱلر حَ  عَز يزِ 
ٱلۡ علَىَِ 217ِوَتوَكَ لَِۡ تَقُومُِِ ينَِ ح  َٰكَِ يرََى ذ يِ

218ِٱل َ ف ىِِِ وَتَقَل بَُكَِ
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ينَِ د  َٰج   ﴾ 219ٱلس َ

 「また、偉力ならびないお方、慈悲深いお方

にこそ、全てを委ねるのだ、 

 あなたが（一人礼拝に）立つ時、あなたをご

覧になるお方に（全てを委ねよ）。 

 また、サジダする者たちの中での、あなたの

（礼拝の）動作を（ご覧になるお方に）。」  

［詩人たち章：217‐219節］ 

至高なるアッラーは仰せられました： 

اِكُن َاِ﴿
ِإ ل َ ونَِم نِۡعَمَل 

تَعۡمَلُ نِٖوَمَاِتَتۡلُواِْم نۡهُِم نِقرُۡءَانِٖوَلاَِ
ۡ
وَمَاِتكَُونُِف ىِشَأ

 ﴾ ...عَليَۡكُمِۡشُهُودًاِإ ذِۡتفُ يضُونَِف يه ِ

 「（使徒よ、）あなたが何らかの用事中でも

、まさにクルアーンから読誦する時でも、あな

た方がいかなる行為を行っている時でも、あな

た方がそれに取りかかっている時、われらはも

とより、あなた方を見守る者なのである…」  

［ユーヌス章：61節］ （～節の終わりまで） 

スンナからの論拠として、ジブリール（アッ

ラーの平安がありますように）の有名なハディ

ースがあります。ウマル（彼にアッラーのご満

悦あれ）は言いました： 

ا بايااضِ  "باينْاما دِيدُ  شا راجُلٌ،  لاينْاا  عا لاعا  طا إِذْ  ياوْمٍ،  ذااتا  ِ صلى الله عليه وسلم  راسُولِ اللَّه عِندْا  نُْ  نَا
تَّه   دٌ، حا حا

ا
أ مِنها  عْرِفُهُ  يا لَا  وا رِ،  فا السه ثارُ 

ا
أ لايهِْ  عا يرُاى  رِ، لَا  عا الشه واادِ  سا دِيدُ  شا الثِّياابِ، 
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: ياا   قاالا يهِْ، وا ا فاخِذا يهِْ عَلا فه عا كا واضا سْنادا رُكْباتايهِْ إلَِا رُكْباتايهِْ، وا
ا
لاسا إلَِا النهبِِِّ صلى الله عليه وسلم فاأ جا

دُ !   مُُامه

 「私たちがある日アッラーの使徒（彼にアッ

ラーからの祝福と平安あれ）と共にある時、純

白の衣服をまとい、漆黒の髪の一人の男が私た

ちのもとに現れました。彼には旅の形跡はあり

ませんでしたが、私たちの誰一人として彼を知

る者はいませんでした。彼は預言者（彼にアッ

ラーからの祝福と平安あれ）のもとまでやって

来ると、彼の両膝を両膝につき合わせるように

して座り、彼の両の手の平をその両腿の上に置

きました。そして言いました：“ムハンマドよ、 

مِ؟  نِ الِإسْلَا خْبِِْنِِ عا
ا
 أ

 イスラームについて教えてくれ。” 

 ، ِ دًا راسُولُ اللَّه نه مُُامه
ا
ُ واأ ا إِلَه اللَّه

لَه إلَِا
ا
دا أ اشْها نْ ت

ا
مُ: أ ِ صلى الله عليه وسلم: الِإسْلَا الا راسُولُ اللَّه قا فا

بِيلًَ،  هِْ سا عْتا إِلَا ُجه البايتْا إِنِ اسْتاطا تَا ، وا انا ضا تاصُوما راما ةا، وا كَا تؤُْتِِا الزه ةا، وا لَا تقُِيما الصه وا
قتْا  دا : صا قُهُ   -قاالا دِّ يُصا لَُُ وا

ا
اسْأ ُ، ي جِبنْاا لَا عا  . –فا

 するとアッラーの使徒（彼にアッラーからの

祝福と平安あれ）は言いました：“イスラームは

、『ラー・イラーハ・イッラッラー、ムハンマ

ドゥッラスールッラー （アッラーの他に真に崇

拝すべきものはなく、ムハンマドはその使徒で

ある）』と証言し、 サラー （礼拝）し、ザカー 
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（浄財）を施し、ラマダーン月に サウム （斎戒

、いわゆる断食）し、それが可能であるならば

カアバ殿を目指して ハッジ （大巡礼）を行うこ

とです。”（男は）言いました：“その通り。”―

私たちは自分で尋ねておきながら、答えを承認

するその男に驚きました― 

انِ؟  يما نِ الْإِ خْبِِْنِِ عا
ا
: فاأ  قاالا

 （男は続けて質問して）言った：”それでは

、イーマーンについて、教えてくれ。” 

رِ  دا تؤُْمِنا بِالقا رسُُلِهِ، واالَاوْمِ الْْخِرِ، وا كُتبُِهِ، وا تِهِ، وا ئكِا لَا ما ، وا ِ نْ تؤُْمِنا بِاللَّه
ا
: أ قاالا

 . قتْا دا : صا هِ، قاالا ِّ يْْهِِ واشَا  خا

 （アッラーの使徒は）言った：”アッラーと

、その天使たち、その諸啓典、その諸使徒、最

後の日を信じることです。そして良いことであ

れ悪いことであれ定命を信じることです。”（男

は）言った：”その通り。” 

انِ؟  نِ الْإِحْسا خْبِِْنِِ عا
ا
: فاأ  قاالا

 （男は続けて）言った：”それでは、イフサ

ーンについてお教えくれ。” 

. اكا اهُ فاإِنههُ يارا امْ تاكُنْ تارا اهُ، فاإِنْ ل نهكا تارا
ا
أ ا كا نْ تاعْبدُا اللَّه

ا
: أ  قاالا

 （アッラーの使徒は）言った：”アッラーを

見ているかのように、アッラーを崇めることで

す。たとえあなたにアッラーが見えていなくて
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も、アッラーはあなたをご覧になられます。” 

ةِ؟  اعا نِ السه خْبِِْنِِ عا
ا
: فاأ  قاالا

 （男はまた）言った：”それでは、審判の日

について教えてくれ。” 

ائلِِ.  عْلاما مِنا السه
ا
ا بأِ نهْا سْؤُولُ عا ا الما : ما  قاالا

 （アッラーの使徒は）言った：”質問を受け

た者はそれについて、質問者よりも知っている

わけではありません。” 

ا؟  ارااتهِا ما
ا
نْ أ خْبِِْنِِ عا

ا
: فاأ  قاالا

 （男はまた）言った：”それではその諸々の

予兆について教えてくれ。” 

ا، بهتاها ةُ را ما
ا
نْ تالِِا الأ

ا
: أ نْ  قاالا

ا
لوُنا فِِ  واأ اوا تاطا اءِ، يا ءا الشه الاةا رعَِا اةا العا اةا العُرا تاراى الحفُا

 الُبنيْاانِ. 

 （アッラーの使徒は）言った：”あなたは      

（その諸々の予兆として）奴隷女がその主人を

産むのを見るでしょう。また裸足で裸の貧しい

羊飼いたちが、競って高い建築物を建て合うの

を見るでしょう。” 

 ُ ائلُِ؟ قلُتُْ: اللَّه نِ السه تادْريِ ما
ا
رُ! أ لِيًّا، ثُمه قاالا لِِ: ياا عُما لاقا فالابِثتُْ ما : ثُمه انْطا قاالا

لِّمُكُمْ دِيناكُمْ". تااكُمْ يُعا
ا
يلُ، أ : فاإِنههُ جِبِِْ عْلامُ، قاالا

ا
راسُولَُُ أ  وا

 それから（男は）去って行った。私   （ウマ

ル） は暫くそのまま留まっていたが、すると     
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（アッラーの使徒は）私にこう言った：“ウマル

よ、あの質問者が誰だか分かるか？”私は言った

：“アッラーとその使徒がよくご存知です。”（

アッラーの使徒は）言った：“彼はジブリールだ

。あなた方の宗教を教えるために、あなた方の

もとへやって来たのである。”」 

[第三の基本原則] 
預言者ムハンマド（アッラーからの祝福と平

安あれ）について：彼はイブラーヒームの息子

イスマーイール（彼らに平安あれ）の子孫であ

る、アラブ人の子孫です。そしてアラブ人の子

孫であるクライシュ族の出身ハーシム、ハーシ

ムの息子アブドゥルムッタリブ、アブドゥルム

ッタリブの息子アブドゥッラー、アブドゥッラ

ーの息子が、預言者ムハンマド（アッラーから

の祝福と平安あれ）です。 

その生涯は63年間であり、そのうちの40年間

は預言者として遣わされる以前で、23年間は預

言者、使徒としてのものでした。 

彼（アッラーからの祝福と平安あれ）の預言

者としての使命は、次の啓示：         「 （預言者

よ、）創造をされた、あなたの主の御名におい

て   （、啓示されたクルアーンを）読め。」［凝

血章：1節］によって始まり、［衣を纏う者章］

をもって使徒として遣わされました。その故郷
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はマッカです。 

アッラーは、多神崇拝を警告し、タウヒード

（アッラーの唯一性に関する信仰）へと呼びか

けるために彼     （アッラーからの祝福と平安あ

れ）を遣わされました。そしてその論拠として

、至高なるアッラーは仰せられました： 

ث  رُِ﴿ ٱلمُۡد َ هَاِ ي ُ
َ
َٰٓأ ر1ِِِۡي  نذ 

َ
فأَ فَكَب  ر2ِِِۡقُمِۡ فَطَه  ر3ِِِۡوَرَب كََِ وَٱلر جُۡز4َِِِوَث يَابكََِ

 ﴾7وَل رَب  كَِفٱَصۡب ر6ِِۡوَلاَِتَمۡننُِتسَۡتَكۡث ر5ُِِفٱَهۡجُرِۡ

 「（衣に）包まる者よ、 

 立ち上がり、（人々にアッラーの懲罰を）警

告せよ。 

 また、あなたの主（の偉大さを）称揚し、 

 あなたの衣服を清め、 

 偶像（と、あらゆるシルク）を避けよ。 

 また、（見返りに）多くのものを得ようとし

つつ、恵んではならない。 

 そして、あなたの主の（ご満悦の）ため、忍

耐せよ。」 ［包る者章：1-7節］ 

その意味するところは： 

رِۡ﴿ نذ 
َ
 ﴾ قُمِۡفأَ

 「立ち上がり、（人々にアッラーの懲罰を）

警告せよ」： 多神崇拝を警告し、タウヒード    

（アッラーの唯一性に関する信仰）へと呼びか

けること。 
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 ﴾وَرَب َكَِفَكَب  رِۡ﴿

 「また、あなたの主  （の偉大さを）  称揚し

」： 

すなわち、タウヒード（アッラーの唯一性に

関する信仰）によって、     アッラーを讃えるこ

と。 

 ﴾وَث يَابكََِفَطَه  رِۡ﴿

 「あなたの衣服を清め」： 

シルク（多神崇拝）から自らの行いを清める

こと。 

 ﴾ وَٱلر جُۡزَِفٱَهۡجُرِۡ﴿

 「偶像（と、あらゆるシルク）を避けよ」： 

「ルジュズ」：偶像。そして、それを避ける

こと：それらを捨て、それらとそれらを崇拝す

る者から離れること。 

彼（アッラーからの祝福と平安あれ）は、10

年間にわたりタウヒード（アッラーの唯一性に

関する信仰）へと呼びかけました。その後天界

へと昇天させられ、そこで五回の礼拝が義務付

けられたのです。そしてマッカでの礼拝を３年

間した後、マディーナへの移住を命じられまし

た。 

ヒジュラ（移住）とは：多神教の土地からイ
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スラームの土地へ移住することです。 

このウンマ（イスラーム共同体）にとって多

神教の土地からイスラームの土地へと移住する

ヒジュラは、     （一定の条件のもと可能な場合

の）義務であり、それは最後の時が訪れるまで

存続するものです。 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

كُن َاِ﴿ قَالوُاِْ كُنتُمُِۡۖ ف يمَِ قَالوُاِْ ه مِۡ نفُس 
َ
أ ظَال م يِٓ ئ كَةُِ َٰٓ ٱلمَۡل  توََف ىََٰهُمُِ ينَِ ذ 

ٱل َ ِ إ ن َ
َٰٓئ كَِ وْل 

ُ
فأَ ِۡۚ ف يهَا رُواِْ فَتُهَاج  عَةِٗ وََٰس   ِ َ ٱلِل  رۡضُِ

َ
أ تكَُنِۡ لمَِۡ

َ
أ قَالوُٓاِْ ِ ِۚ رۡض 

َ
ٱلأۡ ف ىِ مُسۡتَضۡعَف ينَِ
وَسَآِ َٰهُمِۡجَهَن مَُُِۖ وَى

ۡ
يرًاِمَأ ِلا97َِِءَتِۡمَص  ِوَٱلن  سَاءٓ ِوَٱلوۡ لۡدََٰن  اِٱلمُۡسۡتَضۡعَف ينَِم نَِٱلر  جَال 

إ ل َ
يلَةِٗوَلاَِيَهۡتَدُونَِسَب يلاٗ يعُونَِح   ﴾98يسَۡتَط 

 「本当に、自分自身に不正を働いた状態のま

ま、天使たちに（その魂を）召された者たち（

は、破滅した）。     （天使たちは、彼らを咎め

て）言う。『あなた方は     （生前、宗教に関し

て）どのような状態にあったのか？』彼らは、

（答えて）言う。『私たちは、地上で抑圧され

ていた者たちでした』。彼ら（天使たち）は、

言う。『アッラーの地は広大であり、あなた方

はそこで移住することが出来たのではないか？

』それらの者たちの住処は地獄である。それは

何と悪い還り所であることか。 

 しかし（移住する）策も立てられず、道も知
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らなかった、男たち、女たち、子供たちという

弱者たちは別である。」 ［婦人章：97-98節］ 

至高なるアッラーは仰せられました： 

َٰيَِفٱَعۡبُدُونِ ﴿ َ عَةِٞفَإ ي  ىِوََٰس  رۡض 
َ
ِأ ينَِءَامَنُوٓاِْإ ن َ ذ 

 ﴾ 56يََٰع بَاد يَِٱل َ

 「信仰するわが僕たちよ、本当に我が大地は

広いのだ。ならば（移住し）、われをこそ崇拝

せよ。」 ［蜘蛛章：56節］ 

アル＝バガウィー    （彼にアッラーの慈悲あ

れ）は言いました： 「この節は、マッカに留ま

り移住しなかったムスリムたちに関連して啓示

されたものです。アッラーは彼らを『信仰する

わが僕たちよ』と呼びました。」 

スンナにおけるヒジュラの論拠として、預言

者（アッラーからの祝福と平安あれ）は言いま

した： 

مْسُ  تَّه تاطْلعُا الشه طِعُ التهوْباةُ حا لَا تانقْا طِعا التهوْباةُ، وا تَّه تانقْا ةُ حا طِعُ الهِجْرا "لَا تانقْا
ا".  غْرِبهِا  مِنْ ما

 「悔悟が途絶えるまではヒジュラは途絶える

ことがなく、太陽が西から昇るまでは悔悟が途

絶えることはない。」 

そしてマディーナに定住した後、彼（アッラ

ーからの祝福と平安あれ）は、ザカート     （喜

捨）、サウム（斎戒）、ハッジ（巡礼）、アザ

ーン、ジハード、善を勧め悪を禁じること、と
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いったイスラームの残りの諸規定を命じられま

した。そして、そのすべてを実践・確立するの

に10年を要しました。 

彼（アッラーからの祝福と平安あれ）はアッ

ラーの御許に召されましたが、その教えは不変

です。ウンマにとって善きことは全てお示しに

なり、悪しきことは全て警告されたのです。 

彼（アッラーからの祝福と平安あれ）が導い

た善とは、タウヒード（アッラーに関する唯一

性の信仰）と、アッラーが愛されご満悦される

すべてのことです。 

そして、警告された悪とは、シルク、そして

アッラーが嫌悪され、拒まれたすべてのことで

す。 

アッラーは彼（アッラーからの祝福と平安あ

れ）を全人類へと遣わされ、すべてのジンと人

類に、かれ（アッラー）への服従を義務付けら

れました。     至高なるアッラーは仰せられまし

た： 

إ ليَۡكُمِۡجَم يعًا﴿  ِ َ هَاِٱلن َاسُِإ ن  ىِرسَُولُِٱلِل  ي ُ
َ
َٰٓأ  ﴾ ...قلُِۡي 

 「（使徒よ、）言ってやるがいい。『人々よ

、本当に私はあなた方全員への、アッラーの使

徒である...』」 ［高壁章：158節］ 

またアッラーは、彼（アッラーからの祝福と
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平安あれ）を通して教えを完成されました。至

高なるアッラーは仰せられました： 

كُمُِٱلإۡ سۡلََٰمَِ﴿...
يتُِلَ تۡمَمۡتُِعَليَۡكُمِۡن عۡمَت ىِوَرَض 

َ
كۡمَلۡتُِلكَُمِۡد ينَكُمِۡوَأ

َ
ٱليَۡوۡمَِأ

ِۡۚ  ﴾ ...د ينٗا

 「…この日われはあなた方のために、あなた

方の宗教を完成させ、あなた方へのわが恩恵を

全うし、イスラームがあなた方への宗教である

ことに満足した…」 ［食卓章：3節］ 

彼（アッラーからの祝福と平安あれ）が逝去

されたことの論拠として、至高なるアッラーは

仰せられました： 

ي  تُونَِ﴿ هُمِم َ
مُون30َِِإ ن كََِمَي  تِٞوَإِن َ ع ندَِرَب  كُمِۡتَختَۡص  ِإ ن كَُمِۡيَوۡمَِٱلقۡ يََٰمَةِ   ﴾ 31ثُم َ

 「（使徒よ、）実にあなたは死にゆく者であ

り、本当に彼らも死にゆく者たちなのだ。 

 それから本当にあなた方は復活の日、あなた

方の主の御許で、議論し合（い、アッラーはあ

なた方を正義によって裁き給）う。」 

 ［集団章：30‐31節］ 

人々は彼らの死後、蘇らされます。その論拠

として、至高なるアッラーは仰せられました： 

خۡرَىَِٰ﴿
ُ
 ﴾55م نۡهَاِخَلقَۡنََٰكُمِۡوَف يهَاِنعُ يدُكُمِۡوَم نۡهَاِنُخرۡ جُكُمِۡتاَرَةًِأ

 「われらは、あなた方をそれ（大地）から創

り、（死後には）その中へとあなた方を戻し、
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そして（復活の日には）再び、そこからあなた

方を出すのである。」 ［ター・ハー章：55節］ 

そして、至高なるアッラーは仰せられました： 

ِنَبَاتٗا﴿ رۡض 
َ
نۢبَتَكُمِم  نَِٱلأۡ

َ
ِأ ُ َ ِيُع يدُكُمِۡف يهَاِوَيخُۡر جُكُمِۡإ خۡرَاجٗا17ِوَٱلِل   ﴾ 18ثُم َ

 「アッラーは、あなた方（の先祖アーダム）

を確かに大地から芽生えさせられ、 

 それから、あなた方を（その死後に）そこへ

とお戻しになり、（復活の日には）あなた方を

必ずや（そこから）お出しになる。」  

［ヌーフ章：17‐18節］ 

復活の後、彼らは清算され、その行いに応じ

て報いられます。その論拠として、至高なるア

ッラーは仰せられました： 

حۡسَنُواِْب ٱلحۡسُۡنَى﴿...
َ
ينَِأ ذ 

واِْوَيجَۡز يَِٱل َ
ـ ُواِْب مَاِعَم لُ َٰٓ س 

َ
ينَِأ ذ 

 ﴾ ل يَجۡز يَِٱل َ

 「…かくして、かれは悪い行いだった者たち

を彼らが行ったものによって報われ、善を尽く

した者たちを最善のもの          （天国）で報われ

る。」 ［星章：31節］ 

復活を嘘であるとした者は不信仰者です。そ

してその論拠として、至高なるアッラーは仰せ

られました： 

ِب مَاِعَم لتۡمُِۡۚۡ﴿
ِلتَُنبَ ؤَُن َ ِثُم َ َ لتَُبۡعَثنُ  وَرَب  ىِ ِ ِقلُِۡبلَىََٰ ۡۚ

ْ نِل نَِيُبۡعَثُوا
َ
أ ينَِكَفَرُوٓاِْ ذ 

زعََمَِٱل َ
يرِٞ يسَ   ِ َ َٰل كَِعلَىَِٱلِل   ﴾7وَذَ
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 「不信仰に陥った者たちは、（死後）自分た

ちが蘇らされないと言い張った。（使徒よ、）

言ってやれ。『いや、我が主にかけて（誓う）

。あなた方は必ずや蘇らされ、それから自分た

ちが（現世で）行ったことを、必ずや告げ聞か

せられるのだ。それはアッラーにとって、容易

なこと』。」 ［騙し合い章：7節］ 

アッラーは全ての使徒たちを、吉報の伝達者

および警告者として遣わされました。至高なる

アッラーは仰せられました： 

ةُِۢبَعۡدَِٱلر سُُلِ ﴿
حُج َ  ِ ِعلَىَِٱلِل َ ر ينَِل ئَل اَِيَكُونَِل لن َاس  ر ينَِوَمُنذ  بشَ    ﴾ ...ر سُُلاِٗم ُ

 「吉報を伝え、警告を告げる使徒たちを          

（、われらは遣わした）。それは使徒     （の到

来）の後、人々にアッラーに対する弁解の余地

がないようにするためである…」 

 ［婦人章：165節］ 

最初の使徒は、ヌーフ（ノア）（彼に平安あ

れ）です。 

そして最後の預言者が、ムハンマド（アッラ

ーからの祝福と平安あれ）です。彼は預言者た

ちの封緘であり、彼の後に預言者は現れません

。至高なるアッラーは仰せられました： 

نَِۧ﴿  ـ وخََاتَمَِٱلن َب ي   ِ حَدِٖم  نِر  جَال كُمِۡوَلََٰك نِر سَُولَِٱلِل َ
َ
بآَِأ
َ
دٌِأ َ اِكَانَِمُحَم   ﴾...م َ

 「ムハンマドはそもそも、あなた方の男性の
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内の、誰の父親でもない。しかしアッラーの使

徒、預言者たちの封印なのだ...」  

［部族連合章：40節］ 

彼らの最初の者がヌーフ（彼に平安あれ）で

あることについて、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

ه ِ﴿ ِبَعۡد  نَِۧم نَۢ  ـ ِنوُحِٖوَٱلن َب ي  وحَۡيۡنَآِإ لىََٰ
َ
وحَۡيۡنَآِإ ليَۡكَِكَمَآِأ

َ
 ﴾...إ ن َآِأ

 「本当にわれらは、ヌーフとそれ以後の預言

者たちに啓示したように、（使徒よ、）あなた

にも啓示を下した...」 ［婦人章：163節］ 

ヌーフ（彼に平安あれ）の時代からムハンマ

ド（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）の時

代に至るまで、アッラーは全ての共同体に使徒

を遣わし、彼らにアッラーのみを崇拝し、ター

グート（※アッラーを差し置いて崇拝されたり

、服従されたりする全ての対象のこと）の崇拝

を避けるよう命じさせました。その論拠として

、至高なるアッラーは仰せられました： 

َٰغُوتَِ﴿ َ ِوَٱجۡتَن بُواِْٱلط  َ َ ِٱعۡبُدُواِْٱلِل  ن 
َ
ةِٖر سَُولاًِأ م َ

ُ
ِأ  
 ﴾...وَلقََدِۡبَعَثۡنَاِف ىِكُل 

 「われらは確かに、あらゆる共同体へと使徒

を遣わし（て、こう伝えさせ）た。『アッラー

（だけ）を崇拝し、ターグートを避けよ』...」 

［蜜蜂章：36節］ 

アッラーは全ての人々に、ターグート（※ア
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ッラーを差し置いて崇拝されたり、服従された

りする全ての対象のこと）を否定しアッラーの

みを信仰するよう命じられました。 

イブン・アル＝カイイム（アッラーのご慈悲

がありますように）は言いました： 「ターグー

トの意味とは、しもべ（人間）が（アッラーに

対する）本分を逸脱し、崇拝、追従、あるいは

服従の対象としてしまう、アッラー以外の全て

の対象のことである。」 

ターグートは数多くありますが、その中でも

主なものは5つあります。シャイターン（アッラ

ーが彼を呪われますように）、崇拝されること

に満足する者、他人に自分を崇拝するよう呼び

かける者、見えないものの知識を主張する者、

そしてアッラーが啓示したもの以外のものに基

づいて裁く者です。 

その論拠として、至高なるアッラーは仰せら

れました： 

﴿ ِ َ ِب ٱلِل  ِوَيؤُۡم نَۢ َٰغُوت  ِِۚفَمَنِيكَۡفُرِۡب ٱلط َ غَي  
قَدِت بََي نََِٱلر شُۡدُِم نَِٱلۡ ِِۖ لآَِإ كۡرَاهَِف ىِٱلد  ين 

ِسَم يعٌِعَل يمٌِ ُ َ وَٱلِل  ِٓۗ ِلاَِٱنف صَامَِلهََا ٱلوُۡثۡقَيَٰ ِٱسۡتَمۡسَكَِب ٱلۡعُرۡوَةِ   ﴾256فَقَد 

 「（この）宗教に強制はない。実に正しさは

、誤りから明確に分け隔てられたのだから。そ

れで、ターグートを否定してアッラーを信仰す

る者は誰でも、決して外れることのない堅固な
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取っ手を確かに握り締めたのである。アッラー

は、よくお聴きになるお方、     全知者であられ

る。」 ［雌牛章：256節］ これが “ラー・イラー

ハ・イッラッラー（アッラー以外に真に崇拝す

べきものはない）” の真意です。ハディースには

次のようにあります： 

." ِ بِيلِ اللَّه ادُ فِِ سا ناامِهِ: الِجها ةُ سا ةُ، واذِرْوا لَا مُودُهُ: الصه مُ، واعا مْرِ: الِإسْلَا
ا
سُ الأ

ْ
 "راأ

 「物事の要はイスラームであり、その柱は礼

拝であり、その瘤の頂はアッラーの道における

ジハードである。」 

全てのことは、アッラーが最もよくご存知で

す。 
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